
【提出様式】　令和４年度　豊島区立学校　学校評価　自己評価表

4 3 2 1 4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 4 3 2 1

児童・生徒数 保護者数 教職員数 地域の方

225 186 21 11

評価対象者数　（人）

体育科以外の授業でも、特別支援学級の児童の実態を考え

ながら、通常の学級の児童と一緒に学べる時間を作ってい

く。

定例会議が見直されてきているので、授業準備や児

童との関わりのための時間にあてるようにする。各

担当が責任をもって、適当な時期にそれぞれの企画

や提案をする。庶務事務システムの入力等が負担と

ならないように扱いに慣れる。

特にいじめをきっかけにした、長期の

不登校児童がいないことを知り安心し

ている。学校のことをあまり話さず、

友達とライングループを作って話すこ

とも多い。SNS関係で、友達をブロック

するということを聞くので、スマホな

どの使い方を注意させたい。

A

いじめ防止に向けてアンケート調査や心理

検査の分析を行う時期を明確にし、その体

制作りを行う。いじめの芽となるような些

細なことも見逃さないように、日常の生活

での児童の様子を見ていくようにする。い

じめ防止に関しては保護者の協力が必要な

ため、保護者会で必ず話題にあげるように

する。SNSを使う上での注意点についてしっ

かり指導する。

他の学校の児童を知る機会がほぼ

ないが、本校の児童は比較的落ち

着いていると思う。外からではわ

かりづらいところもあるので情報

発信をもっとしてもらいたい。

A

さまざまな行事で保護者から集めた感想や

意見について、校内で検討し教育活動の改

善に生かしていく。集められた感想や意

見、学校で検討したことなどを発信し、学

校教育の見える化を進める。

学校公開も再開しよかった。HPで学校

の様子がわかるので、さらに充実させ

てもらいたい。行事について児童へタ

タブレット内での連絡だけだと保護者

がわからないことがあるので保護者へ

の連絡の工夫をしてもらいたい。

A

学校公開では、保護者だけではなく、

一般の方にも授業の様子を見てもら

う。学校HPでは、行事のみでなく、日

常の授業風景や外遊びの様子なども定

期的に更新し、情報公開に努める。

インクルーシブの視点は、学校の特色とし

て、これからも大切にしていってほしい。 A

タブレットの活用が進んでい

ることはありがたい。教員・

クラスにより活用の差があ

る。 A

校内で、ICTに堪能な教員を中心にタブ

レット端末の有効な活用について研修

をしたり、教員同士の情報交換を密に

したりしながら、児童の学力向上にそ

れらを生かしていく。

通常の学級とたけのこ学級の交流

は、豊かな心の育成につながる。

運動会でも一緒に取り組めたこと

は良かった。学年リレーでは、勝

ち負けがはっきりするので、一緒

に取り組むことの難しさを感じる

児童もいた。

A

道徳科の時間を含めた全教育活動を通

して、豊かな心の育成を育むために、

協働的に課題解決していく場面をつく

る。どのような場面で通常の学級と特

別支援学級の児童がともに学ぶ場をも

つと、思いやり、優しい心を育ててい

けるかをしっかり考え実施していく。

児童と一緒に教員も一緒に外で元気に

遊んでいる。コロナ禍で歯磨きができ

ていないので、できるようになるとよ

い。栄養士と養護教諭の連携により食

育を充実させるともっとよい。

A

昨年度までの体育の研究を受け、主体的・

対話的な学びを促す授業改善を図り、イン

クルーシブ型授業をより充実させる。学年

に合った食育の授業を栄養士と養護教諭を

中心に計画を立て実施していく。

※学校関係者による評価の評語は、自己評価結果について以下の視点で行う。  Ａ　評価は妥当である　　　Ｂ　評価はおおむね妥+W14+A14:AN44+A11:AN44+W14+A14:AN44+A11:AM44

5 13 3 0

ICT活用と定例会議の回数と時間を見直

したことで、教員の授業準備や児童と

の接する時間を確保できるようになっ

た。庶務事務システムへの入力作業が

スムーズにできるようにし、出退勤や

旅行申請が負担にならないようにして

いく。

Ⅸ 働き方改革 Ⅸ－１

学校は、校務支援システムの活用や「チーム学
校」を意識した業務分担等により、組織的に業務
の効率化・最適化を目指して取り組んでいる。

7 0 0
肯定的評価は90％以上で、昨年度より5

ポイント上がった。体育を通じてイン

クルーシブ型授業に取り組んできた。
0 5 6 0 0 0

肯定的評価は約90％。コ

ロナ不安を抱える児童へ

のケアを進めていくと共

に、保護者の意見を集め

反映する機会を増やす。

Ⅶ－１

学校は、学校や子ども達の様子を、学校だよりや
ホームページ、学校公開等によって、分かりやす
く伝えている。

4 0

Ⅷ
特色ある

  教育活動
Ⅷ－１

学校は、楽しい体育の授業づくりへの取り組みに
関する教育を推進している。

85 90 7 1

5 0 0 0 5 12

Ⅶ
家庭・地域との

連携

71 107

14

肯定的評価は95％で昨年度よ

り6ポイント上がっている。

人数制限はあるものの、学校

公開が再開できたことが大き

い。HPや学校だよりの充実を

進める。Ⅶ－２
学校は、家庭や地域と協力しながら子どもを教育
している。

59 118 7 1 0 6

0 0 5 13 3 07 1 0 6 5 0

13 2 00 2 9 0 0 0

0

Ⅵ
教師力の向上と

魅力ある

学校づくり

Ⅵ－１
学校は秩序があり、子ども達は落ち着いて学校生
活を送っている。

61 105 15 1

7 0 0 0 7 13

8 13 0 0

Ⅵ－２
学校は、保護者や地域の方の意見や要望を受け止
め、学校改善に生かしている。

52 118 6

7 13

0 2 9 0 0 0

1

肯定的評価は85％以上で

ある。日頃から、小さい

ことを見逃さず、しっか

り児童の話に耳を傾け、

保護者との連絡を密にし

てきた。特別支援、発達

障害についてさらに学ん

でいき指導に生かす。

Ⅴ－２
学校は、子ども達の気持ちを理解するために、一
人一人に寄り添いながら、指導を行っている。

54 108 22 1 0 1

0 0 7 13 1 017 2 0 3 8 0

1 00

0

Ⅴ
一人一人を大切

にする

教育の推進

Ⅴ－１
学校は、いじめ防止等（未然防止、早期発見、早
期対応）に学校全体で組織的に対応している。

42 122

0 4 7 0 0 0

Ⅴ－３
学校は、特別支援教育や発達障害等に関して、一
人一人に適切な指導を行っている。

70 99 11 0 0 4

10 0 0

0 0
肯定的意見が96％に上がっ

た。体育の研究や給食試食会

の成果は大きい。栄養士によ

る指導を年数回設けるなど食

育指導の充実を図っていく。Ⅳ－２
学校は、充実した食育指導を通して、健康教育に
取り組んでいる。

81 98 6 0

7 0 0 0 15 681 98 6 0 0 4

8 11 2

肯定的評価が90％以上。

映像を見たり、友達の考

えを共有したりするのに

タブレットを活用した。

各教員のさらなるスキル

アップを目指す。

0 0 0

Ⅲ－２
学校は、生命を大切にする態度や思いやり、優し
い心を育てている。

64 114 8 0 0 3 8 0

0

0 00 0 0 6

0 0 0 4 16 1

Ⅱ
確かな

  学力の育成
児
童
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し
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Ⅱ－２

学校は、ＩＣＴ機器やタブレット端末等の活用に
より、分かりやすい授業の実施や子どもの学びの
意欲の向上に取り組んでいる。

80 95 11 0

Ⅱ－１
学校は、子どもの学力の定着・向上のために、分
かりやすい授業を行っている。

10 1

68

Ⅳ
健やかな

  体の育成

Ⅳ－１
学校は、子どもの体力向上や健康の促進に、積極
的に取り組んでいる。

Ⅲ
豊かな

  心の育成

Ⅲ－１

4 17 0112 6 0 0 3 8

学校は、道徳科の時間を含めた全教育活動をとお
して、互いの良さを尊重し合う温かい学校づくり
を推進している。

70 107 8

Ⅰ
就学前から小学

校・中学校への

円滑な接続

Ⅰ－１
学校は、関係諸機関等(保育園や幼稚園、小学
校、中学校)と連携を図ろうとしている。

62 108 12

0

0 4 7 0 0

6年生の中学授業体験、5年生

と園児の校庭遊び、1年生に

よる学校紹介文の送付など幼

稚園や中学校と交流した。

0 6 5 0 0 0 0

156 50

0 6 15 0 0

肯定的評価が90％以上。道徳

主任を中心に豊かな心の育成

のための教育活動を実践でき

た。学んだことを学級活動や

友達同士の交流に生かし、豊

かな心をさらに育成してい

く。

次年度に
向けた
改善策

自己評価
概要

学校関係者による評価

学校関係者
評価の意見

評
語

低学年、高学年でやっていても、

中学年の保護者だと実施している

のかがわからないので、HPで紹介

するなど発信してもらえるとわか

る。

A

豊島区立西巣鴨小学校

領
域

豊島区教育
ビジョン
2019

基本方針等

評価
番号

評価項目

年間評価

児童・生徒 保護者 地域 教職員

5 12 41

小中連携・幼保小連携などの内容につ

いては、学習面・生活面ともに引き続

き充実させるていき実施したことにつ

いて学校だよりやHPで発信していく。



豊島区立

4 3 2 1

豊島区質問紙調査（５） 学校の先生の授業は、分かりやすいですか。 152 50 19 4

豊島区質問紙調査（１） 電子黒板やタブレットを使った授業は分かりやすいですか。 145 65 8 7

小学校３・４年生　　　　（１１）
小学校５・６年生、中学生（１５）

自分なりにがんばったことを、先生がみとめてくれて、うれしかったことがありますか。 107 84 24 9

小学校３・４年生　　　　（３４）
小学校５・６年生、中学生（４０）

今のクラスが好きですか。 99 88 28 10

豊島区質問紙調査（１０） 運動やスポーツをすることは好きですか。 160 37 18 9

豊島区質問紙調査（１４） ふだん、栄養のバランスを考えて、食事をしていますか。 87 89 33 16

小学校３・４年生　　　　（４３）
小学校５・６年生、中学生（５５）

あなたの気持ちを分かろうとしてくれる先生がいますか。 113 88 11 13

小学校３・４年生　　　　（４８）
小学校５・６年生、中学生（６１）

いじめられている友だちを見て、かわいそうだなと思うことがありますか。（小学校３・４年生）
いじめを見たり聞いたりして、心を痛めることがありますか。（小学校５・６年生、中学生）

113 49 48 15

小学校３・４年生　　　　（２７）
小学校５・６年生、中学生（３２）

あなたのクラスでは、みんなが先生の言うことを守っていますか。 37 143 40 5

小学校３・４年生　　　　（３１）
小学校５・６年生、中学生（３７）

先生はクラスみんなのことを、ほめたり、励ましたりしてくれますか。 133 77 9 6

小学校３・４年生　　　　（４）
小学校５・６年生、中学生（９）

きんじょの人にあったときは、あいさつをしていますか。（小学校３・４年生）
お祭りや地域のボランティア活動など、地域の行事に参加していますか。（小学校５・６年生、中学生）

51 98 63 13

豊島区質問紙調査（２） 自分の住む地域や社会をよくしたいと思いますか。 148 58 13 6

年間評価
「i-check（第２回）」評価項目

i-check
設問番号

領域

令和４年度　児童・生徒を対象としたアンケート集計表
学校西巣鴨小

Ⅱ

Ⅶ

Ⅵ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ


